
活動団体名：多賀町
活動地域 ：多賀町大滝地域

活動におけるテーマ・キャッチコピー
未来に継承したい 大滝の自然、人と人とのつながり

令和3年度 環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果報告会 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む ✓

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む
昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む
昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む





地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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取組におけるボトルネックや新たに見えてきた課題
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〇取組を担うまちづくり活動団体の不在
既存組織である多賀町里づくり魅力化プロジェクトは、行政主導で組織されたため、受身

的であり、自律的、持続的な活動が難しい。地域おこし協力隊をサポートするためには取組を
担う活動団体の組織化が必要不可欠であり、団体の設立が急務となっている。リーダーの養
成や自立への意識改革が課題である。

〇プラットフォームの役割分担が不明確
プラットフォームの中心的な役割を担う団体の組織化ができておらず、プラットフォームの機能
的な運営の仕組みづくりが課題となっている。



今後の展望
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○地域プラットフォームの構築に向けた取組
・地域おこし協力隊による事業化に向けた準備を開始する。隊員が所属し、プラットフォームの
核となる活動団体の組織化（NPOの設立）を図る。
・将来の農家レストランや地域商社の設立に向け、農業生産者や地域資源の活用を図る先
行団体、資金の確保につながるステークホルダーに話を聞きに行く。

○事業化に向けた取組
・農家レストランの開業に向けたメニュー開発、先進地研修
・地域商社設立に向けた情報収集、地域の魅力の情報発信
・多世代の地域内外の交流や地域の課題解決など、事業のタネのブラッシュアップを行う。


